
22

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信
（
第
22
号
） 
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー
通
信
（
第
22
号
） 

生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー 

☎
40 - 

0
9
1
1

講演の様子 

          未
就
園
児
の
親
子
を
対
象
に
、
 

「
マ
マ
の
お
ひ
ざ
が
一
番
好
き
」 

〜
今
の
こ
の
時
期
を
大
切
に
〜
 

と
題
し
、高
橋
由
江
先
生（
N
P

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
、
元
宇
都

宮
市
保
育
園
長
）
を
講
師
に
お

迎
え
し
て
、
寸
劇
と
ク
リ
ス
マ

ス
会
の
特
別
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
 

　
先
生
の
心
温
ま
る
お
話
し
と
、

ち
ょ
っ
ぴ
り
得
し
た
一
足
早
い

ク
リ
ス
マ
ス
を
、
親
子
で
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
？
 

●
内
　
容
 

・
高
橋
先
生
の
お
話
 

・
幼
稚
園
の
先
生
に
よ
る
寸
劇
 

・
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
 

●
日
　
時
　
12
月
17
日（
木
）
 

午
前
10
時
か
ら
11
時
30
分（
受

付
は
９
時
40
分
か
ら
）
 

 

      ●
会
　
場
　
野
ば
ら
幼
稚
園
　

ゆ
う
ぎ
室
　
☎
（
53
）5
5
0
8
 

●
参
加
費
　
3
0
0
円
（
お
子

様
の
お
や
つ
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
代
） 

※
当
日
受
付
で
集
め
ま
す
 

●
持
ち
物
　
ス
リ
ッ
パ
、
お
子

様
用
上
履
き
と
飲
み
物
 

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

「
未
来
」
代
表
　
水
田
 
あ
け
み
 

☎
／
Ქ
（
53
）0
3
1
9
 

●
受
付
締
切
　
12
月
11
日（
金
） 

 ☆
ス
タ
ッ
フ
募
集
 

「
未
来
」で
は
、一
緒
に
活
動
で

き
る
仲
間
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
 

『
親
も
子
ど
も
と
共
に
成
長
し

て
い
こ
う
』を
合
い
こ
と
ば
に
、私

た
ち
と
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

※
現
役
マ
マ
さ
ん
大
歓
迎
で
す
 

●
問
い
合
わ
せ
先
　
 

水
田
 

あ
け
み
　

☎（
53
）0
3
1
9
 

※
市
の
生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
登
録
し
、
生
涯
学
習
情
報

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に
活
動
し
て

い
ま
す
。
 

親
子
サ
ポ
ー
ト
講
座 

ク
リ
ス
マ
ス 

　
特
別
企
画
の
ご
案
内 

主
催
　
親
子
サ
ポ
ー
ト「
未
来
」 

原
爆
と
人
間
展
を
終
え
て 

  　
私
た
ち
非
核
平
和
を
す
す
め
る

下
野
市
の
会
は
広
島
・
長
崎
の
悲

劇
を
知
り
、
世
界
の
人
に
伝
え
る

た
め
7
・
8
月
に「
原
爆
と
人
間
」

展
を
開
催
し
、
3
0
0
名
を
上
回

る
方
に
み
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

　
展
示
し
た
パ
ネ
ル
は
日
本
被
爆

者
団
体
協
議
会
が
作
っ
た
も
の
で
、

石
橋
図
書
館
の
会
場
で
は
、
た
く

さ
ん
の
方
が
感
想
を
寄
せ
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
の
で
一
部
を
掲
載
し

ま
す
。
 

☆
昔
は
も
の
す
ご
く
大
変
で
、
せ

な
か
が
や
け
て
し
ま
っ
た
人
と
か

も
か
わ
い
そ
う
と
思
っ
た
。
（
11

才
・
女
の
子
）
 

☆
も
う
、
せ
ん
そ
う
は
し
て
ほ
し

く
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
平
和
で
い

て
ほ
し
い
。
（
11
才
・
女
の
子
）
 

　
8
月
は
生
涯
学
習
情
報
セ
ン
タ
ー

に
会
場
を
う
つ
し
、
パ
ネ
ル
展
示

と
と
も
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
映
画
鑑
賞
と
被

爆
者
の
方
の
講
演
を
聞
き
ま
し
た
。
 

　
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
ア
ニ
メ
「
つ
る
に
の

っ
て
＿
と
も
子
の
冒
険
」
と
亀
井

文
夫
監
督
の
名
作
（
1
9
5
6
）

「
生
き
て
い
て
よ
か
っ
た
＿
世
界

に
訴
え
る
広
島
･
長
崎
の
悲
劇
」

（
以
上
、
8
／
29
）、
ナ
レ
ー
タ
ー

杉
本
春
子
の「
広
島
の
母
の
祈
り
」

（
8
／
30
）
を
上
映
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
づ
い

て
、
祗
園
在
住
で
今
年
栃
木
県
代

表
と
し
て
広
島
平
和
式
典
に
参
加

さ
れ
た
高
橋
久
子
さ
ん
の
お
話
を

き
き
ま
し
た
。
平
和
式
典
で
は
子

ど
も
代
表
が
実
に
し
っ
か
り
し
た

平
和
へ
の
誓
い
を
の
べ
た
こ
と
に

心
を
う
た
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
1
 

9
4
5
年
8
月
6
日
、
連
兵
場
の

畑
で
草
取
り
に
動
員
さ
れ
て
い
た

と
き
ピ
カ
ド
ン
が
炸
裂
し
、
高
橋

さ
ん
は
橙
色
の
光
を
感
じ
、
強
烈

な
熱
風
を
受
け
て
気
を
失
っ
た
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
 

核兵器のない世界へ実現しよう! 
署名をまだまだ集めます 

核兵器のない世界へ実現しよう! 
署名をまだまだ集めます 

　私たちの会は広島・長崎の悲劇を知り、世界の人に伝えるため7・
8月には「原爆と人間」展を開催し、300名を上回る方にみていた
だきました。 
　来年5月のニューヨーク国連本部でのNPT（核不拡散）条約再検
討会議に、日本人の悲願として提出予定の「核兵器のない世界を」
の国際署名は、10月末でやく1,100筆（市長、市会議長をふくむ）
になりました。御署名や生涯学習センター祭りでのフリマへの出品、
どうもありがとうございます。 
○悲願実現の好機　　 
　オバマ米大統領はプラハで「米国は核兵器を使用した唯一の国
として行動する道義的責任がある」、「米国は核兵器のない世界を
追求する」と演説し、自らが議長となった9月の安全保障理事会首
脳会議でも「核兵器のない世界」を目指した条件作りに取り組む
決議を全会一致で採択しました。　 
　世界が、日本人の悲願、核兵器のない世界へ動き出したのです。
NPT再検討会議には日本から人口の1割（下野市では6千）の署名
を集めたいと思います。　皆さん、まだの方はお願いします、書
いた方も周りで広げてください。 
※生涯学習情報センターのロビーの机上にも用紙を置きます 
　　　　　　　　　　　　　　　非核平和をすすめる下野市の会 


